
夏の思い出つづり 

　
勝
山
の
夏
を
彩
る
「
勝
ち
山
夏
物
語
」
が
、

８
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
４
日
間
、
市
内
各

地
を
会
場
と
し
て
、
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
過
ぎ
去
る
夏
を
惜
し
み
な
が
ら
、
勝
ち
山
夏

物
語
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

大
師
山
た
い
ま
つ
登
山 

8
月
13
日（
土
）
 

会
場
‥
大
師
山
 

か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
2
0
0
5

8
月
14
日（
日
）
 

会
場
‥
元
禄
線
・
 

　
　
　
　
弁
天
緑
地
 

納
涼
花
火
大
会 

8月16日（火）会場：弁天緑地 

　
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
共
に
開
催

さ
れ
る
予
定
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
16

日
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

朝
か
ら
の
晴
天
と
な
り
、
夜
に
な
る
と

浴
衣
姿
の
女
性
や
親
子
連
れ
で
あ
ふ
れ
、

会
場
で
は
多
く
の
か
た
が
た
が
夏
の
夜

空
に
咲
く
大
輪
の
花
に
、
心
を
酔
わ

せ
て
い
ま
し
た
。 

左
義
長
ば
や
し 

8
月
14
日（
日
）
 

会
場
‥
元
禄
線
 

　
9
月
3
日
の
愛
知
万
博
出

演
に
向
け
て
の
実
演
。
冬
の

左
義
長
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ

ー
を
塗
り
替
え
て
の
夏
バ
ー
ジ

ョ
ン
「
左
義
長
ば
や
し
」
で
し

た
が
、
夏
な
り
の
味
わ
い
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

かち山ちょうちん登山 
8月16日（火）会場：村岡山 

　
登
り
始
め
の
日
暮
れ
道
を
、
約
１
７
０
名
の
参

加
者
が
、
赤
や
白
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
片
手
に
も
ち
、

列
を
組
ん
で
村
岡
山
を
登
り
ま
し
た
。
標
高
３
０

１
ｍ
の
頂
上
で
は
、「
か
ち
山
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史

を
学
ん
だ
り
、
夜
景
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
青

少
年
健
全
育
成
）
と
し
て
、
宝
く
じ
の
助
成
金

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

はやし込みまつり 

　
降
り
し
き
る
雨
の
中
、

殿
様
を
先
頭
に
、
総
勢
約

五
十
余
名
の
行
列
が
伊
良

神
社
ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。

伊
良
神
社
で
は
、「
三
番
叟
」

や
「
お
神
楽
の
舞
」
な
ど

を
奉
納
し
、
五
穀
豊
穣
を

祈
願
し
ま
し
た
。 

　
観
客
と
踊
り
手
の
心

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
感

動
と
興
奮
の
渦
に
包
ま

れ
る
ひ
と
と
き
で
す
。

響
き
渡
る
曲
に
乗
っ
て

踊
る
姿
は
、
華
麗
で
あ
り
、

迫
力
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

弁
天
緑
地
会
場
の
幻
想

的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
、
夏
の
夜
の
気
分
を

飾
り
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

門
前
町
新
夏
祭
り
 

8
月
15
日（
月
）・
16
日（
火
）
 

会
場
‥
大
師
山
清
大
寺
門
前
町
 

　
そ
の
始
ま
り
は
、
平
安
時
代
と

も
言
わ
れ
る
盆
踊
り
。
浴
衣
を
身

に
ま
と
い
、
夏
の
夜
を
涼
や
か
に
、

民
謡
の
し
ら
べ
に
の
っ
て
踊
る
盆
踊

り
は
、
や
は
り
日
本
の
夏
祭
り
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
勝
山
高

校
の
春
駒
太
鼓
も
、
祭
り
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
前
日
の
大
雨
で
、
所
々

ぬ
か
る
み
が
あ
っ
て
滑
り
や

す
い
た
め
、
「
た
い
ま
つ
」

を
持
た
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
は
、

大
師
山
頂
上
か
ら
眺
め
る

市
街
地
の
夜
景
や
抽
選
会

を
楽
し
み
に
、
夕
暮
れ
の

山
道
を
登
り
ま
し
た
。 

8
月
15
日（
月
）
 

会
場
‥
北
谷
町
谷
 

　
　
　
（
伊
良
神
社
）
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かちやまワッショイの 
　　　　　　　写真提供 
かちやまワッショイの 
　　　　　　　写真提供 
8月25日発行の「広報かつやま・
かちやまワッショイ2005特集号」
で掲載した写真をご希望のかた
に実費でお分けいたします。 
申・問  商工観光課(1内線272)

日本宝くじの収益金は、 
　　　まちづくりなどに 
　　広く活用されています！ 

　
猪
野
瀬
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
で
は
、
宝
く
じ
の
収

益
金
を
活
用
し
た
（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平

成
１７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）」
に
よ
り
、
移

動
式
の
や
ぐ
ら
と
桶
胴
太

鼓
を
整
備
し
ま
し
た
。
今

後
、
地
区
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
大
い
に
利
用

さ
れ
ま
す
。 

移動式のやぐらはさまざまな 
イベントに活用されます。 

重
低
音
で
響
く
桶
胴
太
鼓
は
、
そ
の
大
き
さ 

か
ら
祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。 

未
来
創
造
課（
1
内
線
2
3
2
） 

　市制施行記念日の9月1日、教育会館において、「勝山

市表彰式」が行われました。地方自治、福祉・保健、産業、

消防・交通、教育文化のそれぞれの分野で功績のあった

個人や団体に対し、山岸市長から表彰状が渡されました。 

　表彰を受けられたのは、次のみなさんです。 

　（順不同・敬称略） 

区分 氏　　名 
地
方
自
治
功
労 

福
祉
・
保
健
功
労 

産
　
業
　
功
　
労 

消
防
・
　 

交
通
功
労 
教
育
文
化
功
労 

年齢 

72 

70 

65 

80 

77 

73 

72 

83 

 

70 

 

68 

 

57 

 

 

 

 

59 

56 

76 

 

64

荒土町細野 

野向町薬師神谷 

荒土町別所 

遅羽町　崎 

遅羽町比島 

栄町3丁目 

長山町2丁目 

遅羽町蓬生 

 

平泉寺町壁倉 

 

昭和町1丁目 

 

本町4丁目 
 

平泉寺町平泉寺 

 

平泉寺町大渡 
 

平泉寺町赤尾 

沢町2丁目 

野向町北野津又 

 

芳野町2丁目 

住　　　所 公　職　等 功　　　　　　　績 

日 谷 新 一  

山 内 俊 成  

横 山 龍 男  

斎 藤 仁 教  

有 原 幸 子  

横 川 ち ゑ 子  

笹 木 貞 一  

田 中 　 登  

山 田 　 正  

土 谷 廣 喜  

中 村 敬 治  

大門市世話役会 

大渡婦人グループ 

福 田 耕 太 郎  

横 山 茂 夫  

水 野 忠 義  

 

松 井 　 登  

 

区 　 長  

 

 

民 生 委 員 ・ 　 　  

　 　 児 童 委 員  

 

土 地 改 良 区 役 員
 

 

(財)奥越地域地場産業 
振 興 セ ン タ ー 役 員  

建 築 業 組 合 役 員
 

 

商 工 会 議 所 役 員
 

 

 

地 場 農 産 物 品 　  
　 生 産 直 売 団 体  

 

消 防 団 員
 

 

郷土芸能振興会役員 

 

スポーツ少年団役員 

長年区長を務め、市と地域住民との連絡調整に

尽力し、地域福祉の増進、地方自治の振興発展

に寄与された 

長年にわたり民生委員児童委員として、要援護

者の自立更生に尽力し、地域福祉の向上に寄与

された 

蓬生土地改良区委員として、長年にわたり土地改良基
盤整備事業に尽力し、農業経営の近代化に寄与された 

(財 )奥越地域地場産業振興センター役員として、長年に
わたり財団事業に尽力し、繊維産業の発展に寄与された 

勝山建築業組合役員として、長年組合事業に尽力し、
市の建築業発展と後継技術者の養成に寄与された 

勝山商工会議所議員として、長年その要職を務
め、商工業の発展と地域振興に寄与された 

長年農産物品の地産地消活動に尽力し、地域の
活性化と農業の振興発展に寄与された 

長年消防団員として、献身的な活動により防火思想の
普及、災害防止に努め、市民生活の安全に寄与された。 

長年郷土芸能の普及と継承者の育成指導に尽力
し、郷土芸能の振興発展に寄与された。 

スポーツ少年団役員として、長年要職を務め、スポ
ーツ少年団の振興発展と指導者の育成に寄与された。 
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